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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は、木育・森林環境教育の教材やカリキュラムを開発し，授業実践を
行いその教育的効果を調査することである。現代社会が抱える問題として，地球温暖化や天然資源の枯渇などが
挙げられ，環境保全に対する認識も高まってきている。しかし，森林は地球温暖化や環境保全などの公益的機能
を有しているにもかかわらず，その認識は低い傾向にある。本研究では、木育・森林環境教育の教材やカリキュ
ラムを作成し小学校等で実施した。児童および担当教員にアンケート調査を行ったところ，樹木への興味・関心
が高まり，樹木の生長や構造の理解，木や森を大切にしてく態度の育成がみられた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to investigate the educational effects of 
environmental education or Moku-iku and forest environmental education by developing a curriculum 
concerning the forest. Modern society has many problems including global warming and the depletion 
of natural resources, while awareness of environmental conservation has increased. However, when we 
look at the forest, there is little awareness that a forest has public functions that include 
reducing global warming and environmental conservation. 
We created teaching materials and curriculum and carried out at elementary school etc.we conducted a
 questionnaire survey about Moku-iku for students and teachers in charge. The result showed that 
interest in and concern for trees, understanding the growth and structure of trees and the attitude 
towards value of trees and forests developed among students. Therefore, it is expected that students
 feel a familiarity the environmental aspects of the forest.

研究分野： 技術科教育、ものづくり教育、公共政策学
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様	 式	 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通）	

１．研究開始当初の背景 
	 近年、地球温暖化や天然資源の枯渇が社会
問題となっている。このような中、森林が地
球環境を保全し、持続が可能な資源の一つと
して注目されている。2007年より林野庁では、
「子供から大人までの木材に対する親しみや
木の文化への理解を深めるため、多様な関係
者が連携・協力しながら、材料としての木材
の良さやその利用の意義等を学ぶ、木材利用
に関する教育活動」を「木育」とし推進してい
る。その後、木育が開始され幾つかのプロジ
ェクトがスタートした。林野庁における木育
推進事業は、2009年度より事務局が（財）日
本木材総合情報センターから NPO 法人活木
活木森ネットワークに移り事業が継続された。
この間、木育インストラクター研修会や木育
セミナーを開催し指導者の養成を行うととも
に、「木育インストラクターテキスト」や「ア
クティビティシート」「子どものための木工具
の使い方」「木育ノート」などテキストの開発
も行った。筆者もテキスト作りに関与してい
る。さらに、2010年度より事務局が、日本グ
ッド・トイ委員会に移り、「木育推進」人材養
成事業、「ウッドスタート」事業、木育フェス
ティバル、赤ちゃん木育サロン、木育教室カ
リキュラム開発、木の玩具セットを貸与する
「全国赤ちゃん木育広場」などを開催してい
る 。本事業にも筆者は、「木育推進員」の委嘱
を受け一部に関与した。 
	 事務局は変わったが、木育活動用のテキス
トや指導者向けの解説書などを作成するとと
もに、これを実践しうる人材を育成する取組
を進めている。日本グット・トイ委員会が事
務局になることにより、木育が子育てや福祉
の分野へも広がりをみせている。その反面、
木材の需要拡大や森林への注目度が低下して
いる部分もみられる。同様に地方への拡大は
進んでいない。 
 
２．研究の目的 
	 森林が地球環境を保全し、持続が可能な資
源の一つとして注目されている中、林野庁で
は「木材利用に関する教育活動」を「木育」と
し推進している。筆者らは、これまでに子ど
もを対象とした木を素材にしたものづくり教
室（子どもの木育）、それらを指導するスタッ
フの養成講座（大人の木育）、現職教員や教育
学部生を対象とした講座（教員・学生の木育）
を長年実施してきた。本研究では、それらの
拡大・充実とともに、各対象者に対して意識
と行動変容など木育の効果について検証を行
う。また、全国展開のためのシステムを開発・
提供する。さらに、学校教育においては、小・
中学校に木育を根付かせるための教材・カリ
キュラム等の開発を行う。 
	 熊本県では、筆者が顧問を務める「熊本も
のづくり塾」の活動が活発で、全国的にも木
育の成功事例と言える。例えば、子どもとそ
の保護者を対象とした木育活動（ものづくり
体験）には年間２万人の参加者がある。その

内、大きなイベントとしては、「くまもともの
づくりフェア」を、年間５箇所で６日間実施
し、約 15,000 人の参加者がある。また、熊本
県内の４地区において、子ども達を対象とし
た「ものづくり教室」を実施し、20〜30 名の
子ども達が年間 10 回参加している。保護者の
参加を含めると約 3,000 人の参加となる。同
様に、高齢者を対象とした「ものづくり教室」
も定期的に開催している。この他、各地のイ
ベントや行政が企画するイベントにも参加の
要請がある。さらに、小学校や中学校から依
頼があれば、スタッフが出向き出前授業を行
っており、これらを合計すると延べ約２万に
ものづくりを提供していることとなる。	
	 これらのものづくり体験を実施するスタッ
フは、熊本ものづくり塾を中心に、熊本県内
の技術・家庭科教師、熊本大学教育学部の学
生、一般ボランティアからなる。「くまもとも
のづくりフェア」には、１回のイベントに 40
人から 90 人のスタッフが運営に当たってい
る。フェアの様子や実際に製作させている教
材の一例を、図１、図２に示す。	
	
	
	
	
	
	
	
   図１ ものづくりフェアの様子 
       
 
 
 
 
 
     図２ ものづくり活動用教材 
 
 
 
 
 
 
 
     図３ 木育推進員養成講座 
	
	 熊本ものづくり塾で実施可能なイベントに
ついては、年間２万人が最大であり、それ以
上回数を増やすことや規模を拡大することは
難しい。そこで、木育の意義を理解し、ものづ
くり教室等を企画・運営できるにスタッフ（団
体）の養成講座を、平成 21 年度から開催して
いる。図３に示すような講座を、これまでに
13 回実施し、520 名の修了生を輩出した。本
講座への参加者は、森林・林業に関係する行
政・企業のみならず、教育関係者や各種ＮＰ
Ｏ（環境、子育て、福祉、地域おこしなど）に
その広がりをみせている。図４に示すように、
本講座の修了生がものづくりフェアにスタッ
フとして参加したり、独自にものづくり教室



を開催したりするなどの事例が、福島、高知、
福岡、大分、宮崎、鹿児島、沖縄の各県で見ら
れるようになった。	
	 このように、熊本県における木育運動は、
「熊本ものづくり塾」を中心に多種多様な業
種・団体の連携により「材料・資金の獲得」「活
動場所の確保」「スタッフの獲得・養成」「推進
の各種ノウハウの蓄積」がシステム化され、
安定的に実施できる段階に入った。	

	
	
	
	
	
	
	
	
   

  図４ ものづくりフェアへの参加 
 
３．研究の方法 
	 本研究では、ものづくりフェアなどの「木
を素材にしたものづくり体験」による効果に
ついて検証を行う。具体的には、ものづくり
フェアや木育講座に参加した子どもや大人に
対して、木や森林に対するイメージがどのよ
うに変化したか、また木製品の購入など具体
的な消費行動に繋がったかなど調査を行う。
特に、ものづくりフェアは平成 17 年より実施
し７年目であり、木育講座は４年目を迎えて
いることから、イメージや消費行動について
長期に渡り調査が可能となる。	
	 本研究の学術的な特色・独創的な点及び予
想される結果と意義としては、木育を体験す
ることにより、一時的にイメージは高まるこ
とが筆者らの調査から明らかになったが、時
間が経過することによりどのようなイメージ
の変化がみられるかについては、散見する限
り国内では報告されていない。また、購入し
たいという意識に（一時的に）はなったが、そ
の後、実際の購入という行動に繋がったかに
ついても明らかになっていない。	
	 本研究は、これらの調査結果から木や森林
に対するイメージを高め、消費行動まで繋が
るような木育の在り方について明らかにする
ことを目的とする。最終年度には、実践と調
査結果をまとめ、これから木育（ものづくり
教室や木育講座）を行おうとする人・団体へ
の参考資料として印刷物やデジタルコンテン
ツとして無料で提供できるシステムを構築す
る。	
	
４．研究成果	
(1)	現在実施されている木育に関する教材・
実践・先行研究の分析と整理	
	 全国の自治体や NPO 等が実施している実践
例を収集するとともに、先行研究を分析、整
理し、成果と課題を明らかにした。地域や NPO
の特色を生かした実践例が多く見られた。し
かし、規模としてはこれまで筆者らが取り組

んできたものづくりフェアや木育推進養成講
座ほど大きなものは見られなかった。	
	
(2)	木育の目的を達成すための木育講座カリ
キュラムの開発	
	 (1)の成果と課題をふまえ、木育講座カリキ
ュラムを開発する。身近な樹木や木製品を題
材に、木の不思議や魅力を伝えるための初級
講座、森林の役割や人との関係を理解する中
級講座、指導法の検討や教材・教具を製作す
る上級講座を開発し、実施するようになった。
これらは、平成 28 年度で８年目を迎え、通算
47 回講座を実施した。受講生は述べ 1580 名
に達した。なお、本講座は熊本県以外では、沖
縄県、宮崎県、佐賀県、山口県でも実施した。	
	
(3)	木育用の教材及び指導用資料の開発	
	 これまでの研究・実践成果を活かしながら、
教材及び指導用資料の開発を行う。なお、こ
れまでに、林野庁委託のテキスト、熊本県委
託の木育用副読本（小・中学生用）の開発を行
ったが、熊本県のテキストは、毎年、更新する
とともに、指導者用（教師用）のテキストの開
発も行った。	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
  a.熊本県版      b.全国版 
     図５ 小学生用テキスト 
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
 a.生徒用（熊本県版）  b.教師用 
     図６ 中学生用テキスト 
	
(4)	「子どもの木育」の効果の調査	
	 始めて参加、数年前から継続して参加、数
年前に１度参加したなど、幾つかの事例につ
いてその効果（木や森に対するイメージの変
化）などを調査した。回数が増えると、木やも
のづくりに対する認識や関心度も高まった。
さらに、ものづくりの場を提供される立場よ
り、ものづくりの場を提供する立場（スタッ
フ）として関わることが、より教育的な効果
があることが明らかになった。	
	
(5)	「大人の木育」の効果の調査	
	 木育講座の受講前、直後、数年後など幾つ
かの事例についてその効果を調査する予定で



あったが実施できなかった。今後、実際に購
入行動に結びついたか、独自の木育活動を始
めたか、始められない場合はその理由を調査
することが求められる。なお、高齢者の介護
予防に対する木育・ものづくり教育の効果に
ついては、検証することができた。	
	 木育推進員養成講座を受講した修了生の中
には、独自に各地域でものづくり教室を開催
する団体・個人も見られるようになった。さ
らに、熊本県では、これらの団体（１年間に７
団体）に、50 万円の補助を平成 28 年度から付
けるようになり、さらに活動が開始しやすい
環境になった。	
	
	
	
	
	
	
	
	
 図７ 修了生によるものづくり教室の例 
	
(6)	「教員・学生の木育」の効果の調査	
	 教育学部の「生活科」の講義や、教員免許更
新講習、社会指導主事養成講座の中で、木育
に関連した講義・研修を実施し、その効果を
調査した。大学生は、木育の教育的な効果に
ついては、高く評価するとともに、学校教育
においても導入したいという意欲が見られた。
現職の教員についても、学校教育への木育の
導入について、具体的な授業設計も行うこと
ができた。	
	
(7)	国外の幼児教育における木育・ものづく
り教育の調査	
	 韓国では、幼児教育において数年前より木
育に取り組んでいる施設が複数ある。その内
容や課題について調査し、日本での導入の参
考にした。また、韓国の研究者との情報交換
を行い、これまで開発した木育のノウハウを
共有することができた。イギリスの児童生徒
のものづくりに関する意識や重視している要
素について調査し、日本との比較を行った。	
	
(8)	研究成果の公開	
	 開発した教材やテキスト、カリキュラム、
研究成果について関連する学会や研究会で発
表するとともに、論文や書籍として刊行した。
「５．主な発表論文等」に示すように、木育・
ものづくり教育の意義や、歴史的な変遷、具
体的な指導事例の提案を行った。	
	 また、開発したテキストは熊本県版の他に、
全国版も作成し活用されている。カリキュラ
ムや教材・教具については、Web ページでも公
開している。木育推進員養成講座に参加した
受講者や、筆者が担当した木育の講演会でも、
無料で開発した木育用教材やテキスト、デジ
タルコンテンツは配付した。各地で、実践し
たという報告も受けている。これから木育（も
のづくり教室や木育講座）を行おうとする人・

団体への参考資料として無料で提供できるシ
ステムを Web 上に構築する予定である。	
	 平成 27 年度と 28 年度は、木育に関するシ
ンポジウムを開催した。会場の長洲町・未来
館、熊本県庁地下ホールでは、熊本県内は勿
論、県外からの参加者も多くみられ、これま
で筆者や熊本ものづくり塾、熊本県が取り組
んで来た木育を多くの方に紹介することがで
きた。なお、本シンポジウムは、今後も毎年実
施する予定である。	
	 さらに本研究の成果を活用し、教育学部の
「生活科」の講義や、教員免許更新講習、社会
指導主事養成講座の中で導入することにより、
小学校や中学校などの教育現場に普及できる
可能性が高くなった。今後も、小・中学校での
木育の実践が増えるような、多様な場面で支
援を行う予定である。	

     図８ 本研究の概要 
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